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現状と今後



ITパスポート試験 累計応募者数の推移

グラフはIPA Webサイトより引⽤ https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/html/about/result.html

https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/html/about/result.html


全体 1,488,538⼈

10代以下 178,625⼈

受験対象者は⾼校⽣＋⼤学１,２年

500万⼈
現在は、その内4%も受験していない

グラフはIPA Webサイトより引⽤ https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/html/about/result.html

https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/html/about/result.html


デジタル⼈材を仕組みで増やす



IPAの試験

IPAの試験
受けてみようと
思うんだけど・・

あれって
情報技術者向け
じゃなかった？

テクノロジは
「情報I」の内容
に近いけど全く
同じではない

ストラテジやマ
ネジメントは普
通⾼校では習わ
ない
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IPAの試験

IPAの試験
受けてみようと
思うんだけど・・

「情報I」の⼒も
試せるように
なったんだって！

ストラテジやマネ
ジメントの過去問
も無料で提供され
るみたいよ

それはいいわね
⼤学⼊試や就職
にも有利ね



IPAによる「情報I」プレイスメントテストの提供

国公⽴⼤学

私⽴⼤学
専⾨学校
会社など

⼤学⼊学共通テスト
「情報I」

「情報I」プレイス
メントテスト

（テクノロジ系）
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参考

いつでも受けられて、⾃分の⼒を試せる。⼊試の準備になり就職にも有利になる。



「情報I」プレイスメントテストから
IPAの試験への流れ

国公⽴⼤学

私⽴⼤学
専⾨学校
就職

IPA

の
試
験

ストラテジ系

マネジメント系

テクノロジ系

有利

学習コンテンツ
Web＋動画
（デジ連提供）

「情報I」プレイ
スメントテスト



⾼校⽣

⼤学⽣

IPAの試験合格を
条件とする企業

IPAの試験合格を
条件とする企業

デジ連が
企業と
連携して
インターン
を準備

資格取得を条件とするインターンを実施



学校教育との関係



IPAの試験と⾼校教育

IPAの試験
ストラテジ系
マネジメント系
テクノロジ系

⾼校教育
アントレプレナーシップ教育
「情報Ⅱ」の⼀部
「情報I」

テクノロジ系の学習は「情報I」で⾏う
ストラテジ系とマネジメント系は必履修科⽬にはない



IPAの試験と⾼校教育（別案）

IPAの試験
ストラテジ系
マネジメント系
テクノロジ系

⾼校教育

企業活動基礎講座

「情報I」

テクノロジ系の学習は「情報I」で⾏う
ストラテジ系とマネジメント系は企業活動基礎講座
としてデジ連が準備



テクノロジ系の中分類
セキュリティ
情報デザイン
情報メディア
基礎理論
アルゴリズムとプログラム
コンピュータ構成要素
ソフトウェア
ハードウェア
システム構成要素
ネットワーク
データベース

対応する「情報I」の内容
情報社会の問題解決

コミュニケーションと情報デザイン

コンピュータとプログラミング

情報通信ネットワークとデータの活⽤

IPAの試験（テクノロジ）と「情報I」の内容の対照



⼩学校からの学習の積み上げ
情報デザイン プログラミング 統計に関連した学び

情報Ⅰ

情報デザインの
方法と考え方

問題を発見・解決する
手段として活用

問題解決のための
プログラミング
コンピュータの仕組
モデル化・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

データの活用
※数学Ⅰと連携

中学校
技術・家庭科など
中学校の各教科等

問題解決のための
簡単なプログラミング

計測・制御
ネットワーク＆双方向

簡単な統計

小学校
国語，図画工作など
小学校の各教科等

教科の中で体験する
プログラミング

仕組みを知り，活用し
て可能性を広げる

統計的考え方



⼩学校６年間

基本的な⽂字⼊⼒
基本的な情報機器
の操作能⼒

プログラミングの
体験（算数，理科，
総合，他）

情報モラルなどの指導も６年間を通じて⾏う



中学校 主に技術・家庭科（技術分野）
情報の

科学的な理解

（２進数など）

計測・制御

のプログラミング

ネットワークを活⽤した
双⽅向性のあるコンテン
ツのプログラミング



昨年４月から高校では全員が「情報I」を履修

「情報Ⅰ」の構造

問題の発見・解決

情報デザイン

プログラミング

データの活用

目標

ツール

コミュニケーション
コンピュータ
ネットワーク
情報モラル
に関連した学びも重視



問題の発⾒・解決

発⾒

分析

解決策
の検討

実施

評価

改善

発⾒

分析

実施

評価

改善

統計の活⽤

統計の活⽤ 解決策
の検討 統計の活⽤

結果を
予想する⼒
解決策を
選択する⼒

ゴールを
想定する⼒

原因を判断する⼒

解決の程度を
判断する⼒

統計を活⽤
した思考・
判断・表現

統計の活⽤



⾼等学校「情報Ⅰ」教員研修⽤教材（本編）

情報デザイン



集合，⼆進数，論理演算

⾼等学校「情報Ⅰ」教員研修⽤教材（本編）

数学Ⅰ
(1)数と式



⾼等学校「情報Ⅰ」教員研修⽤教材（本編）

数学A
(1)場合の数
と確率

モデル化とシミュレーション，確率，プログラミング



スマートスピーカー
＆IoTのプログラミング

• 事例の蓄積と普及
• コンテストの開催
• 発展的な環境の供給

24



ネットワークで
重視すること

• 到達点は情報セキュリティを保った⼩規模ネットワー
クの設計

• TCP/IP，プロトコルなどについても学ぶ
• ネットワーク構築の演習は必須とはしていない。

25

安全につなげる＆仕組みがわかる



量的データ

⾼等学校「情報Ⅰ」教員研修⽤教材（本編）

モデル化することで
予測につなげる
「数学I」と連携



質的データ
⾼等学校「情報Ⅰ」教員研修⽤教材（本編）質的データもコンピュータで

客観的に扱える



(1)情報社会の進展と情報技術
⼈に求められる資質・能⼒の変化

(2)コミュニケーションとコンテンツ

(3)情報とデータサイエンス
多様かつ⼤量のデータの扱い

⾼校情報Ⅱ

CLI→GUI→NUI→OUI

デ
"
タ
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⼈
⼯
知
能

情報デザインの活⽤→制作・発信・評価

⼈⼯知能は
特性を知って
使うことに
重点を置く

(4)情報システムとプログラミング
システムの構想→分割→作成→統合，プロジェクトマネジメント

(5)情報と情報技術を活⽤した問題発⾒・解決の探究
探究→活⽤→新たな価値
想像⼒

創造⼒
新たな
価値

・コンピュータや情報システム
・コミュニケーション
・データ活⽤
・情報社会
・複数の項⽬

「情報Ⅰ」の履修を前提とした選択科⽬



IPAの試験の位置付け



基本情報技術者試験
システムなどを作る⼈材 基本的知識・技能、実践的な活⽤⼒

ITパスポート試験
業務でITを活⽤する⼈材 ITに関する共通的な基礎知識

「情報I」プレースメントテスト
「情報I」の内容がどれだけ⾝についているか

＋ストラテジ系＆マネジメント系

活⽤→作成：内容はより⾼度に

⾼校⽣に資格試験を
⾝近に感じてもらい
資格に挑戦させる
きっかけになる

就職にも進学にも
有利なシステムなど
を作ることを⽬的
とした資格

就職にも進学にも
有利なITを活⽤する
ことを⽬的とした資格

「情報I」
基礎

「情報I」
応⽤

「情報Ⅱ」
の(4)を含む

⾼
校
⽣

⼤
学
⽣

※必要に応じてさらに上位の資格も取得

資格を取るということを
⾼校→⼤学→社会へつなげる最初の⼀歩

社
会
⼈


